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春 原 志 勢 (立教大 ･一般教育)
直立二足歩行,自己家畜化現象という問題は.ヒト化
現象を考察する上で,古くて新しい課題である｡直立二
足歩行については,前半は波辺毅氏が諸説の紹介をし,
後半は冨田守氏が実験的研究の成果を披露した｡自己家
畜化現象については,江原昭尊氏が論じた｡当初の予定
では,時夫利彦氏が大脳化現象について検討する予定で
あったが,同氏がたまたま舶康を害されたために,これ
についての論談は割愛せざるを得なかった｡
*Ltl立二足歩行はヒト化現象のうちでももっとも韮本的
な問題であり,自然人類学者の研究努力の相当部分がこ
れに注がれてきた｡ したがって, これまでの研究の整
班,検討が必要である｡波辺氏の試みは至極適当なこと
であり,あらためて諸説の多様さにおどろかされる｡も
ちろん,結論を得ることは難かしい｡直立二足歩行の成
因として,今西錦司氏は,追加発言で,子どもが自然に立
ち上がり,正立歩行を完成していく現象を強調したが,
北原隆氏は,狼少年の例をひいて,直立二足歩行を学習
によるものとした｡
富田氏は直立二足歩行の成因を火映的にしらべた｡同
じ四足動物でもサルはイヌなどとちがい,後肢に休Ⅲの
負荷が移っていることを明らかにした｡また,)Ji･行の際
の足配りにも差があることを認めた｡岩本光雄氏は,人
類が放入校の姿態を真似して渉けば,やはり政人独的な
突放結果を得るのではないか,と興味ある追加発言をし
たが,しかし,問題は,人類がそのような姿態をすると
いうことは,骨格筋肉の構造からいって無理であり,運
動効率も低いであろう｡
江原氏より,人矧 こみられる,しっかりした足とりの
二足捗行はサルには不可能であるとの発言があった｡こ
れは自転串乗りの場合,ごくゆっくり駆らせる方が技術
的に難かしいということからでも容易に理解できよう｡
この3Ji夫は,中枢神経の発達と密はに結びついている｡
つまり,本来不安定な直立姿勢を維持しつつ,片足で立
ち,別の足を着実に前方に出す動作のくりかえしを容品
にやってのけるということは,大脳における迎臥 .Tu:妬
党,平衡の各中枢がごく高度に発達していることをもの
がたるものである｡したがって人類のZLl一行では,多良の
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